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計

本町では、誰も自殺に追い込まれることのない糸田町を目指しています。
自殺の現状からみる特徴としては、高齢者の自殺死亡率が高く、また自殺者の8割以上が無職でありま
した。本町の高齢化率は34.9%（H29）となっており、今後ますます高齢化が進むことで家族や地域との関
係の希薄化の進行や、社会的な孤立に悩む高齢者の増加が考えられます。世代を問わず、他者との交
流を図れるよう多様な居場所の提供など、高齢者も含め生きがいを感じることができるような地域づくり
を推進していきます。また、気軽に相談できる場所の確保や自殺予防対策に関する普及啓発を行い、
「いのちを支えあう」取り組みが広がるよう支援していきます。

4,264人 3,575人 3,438人

糸田町は福岡県のほぼ中央、田川盆地の北西に位置しており、地勢は遠賀川水系の中元寺川と泌川
が町を貫いて北流し、町域を三分しています。中元寺川より東、町の東部地域は標高40mほどの丘陵
で、かつて筑豊炭田の繁栄を担った炭鉱地域は、今日では住宅団地として整備されています。
平成23年4月には、北九州・京築から福岡都市圏への主要道路である国道201号線沿いに「道の駅いと
だ」がオープンし、毎日新鮮な農産物や海産物などが並んだ直売所と、食事が摂れるフードコートを兼ね
備える物産館が併設されています。また、イベントとしては、豊作を祈願するお田植祭や、京都八坂神社
の祗園御霊会を起源にする糸田祗園山笠は「エンヤヤッサ、コラヤッサ」の独特な掛け声と共に、高さ
6m、重さ約2ｔにもなる担ぎ山笠が勇壮にまちの中を練り歩く姿が見られます。

お田植祭 糸田祗園山笠

昭和14年1月1日　町施行
3
次

2,322人 2,564人 2,415人

54.4% 71.7% 70.2%

＜対策の方針・目標＞　

2.1%

2,899 3,924 3,814 4,626 2
次

1,798人 928人 919人

42.2%

1
次

144人 80人 72人

35国調 22国調 27国調 令1.10.1住基 3.4% 2.2%

26.0% 26.7%

就業人口 就業人口 就業人口

65歳以上人口比率（27国調） 34.9% 55国調 22国調 27国調

作成日：令和元年１０月１日

35国調 22国調 27国調 令1.10.1住基

12,398 9,617 9,020 9,041 区
分

本町のデータ

担当課：住民課（保健センター）
〒822-1316
福岡県田川郡糸田町1971番地1
☎0947-49-9020 FAX0947-26-0284
http://www.town.itoda.lg.jp
Eメール:jyumin@town.itoda.lg.jp

本町の概要

支援に向けての取り組み状況



初年度は民生委員対象

臨床心理士による相談事業を保健センターで実施

まちの保健室（毎週月曜日）

保健師や管理栄養士に気軽に相談できるように住民センターで実施

3．講演会・研修会

(1)令和元年度 8月 ゲートキーパー研修会　開始

臨床心理士による相談事業を保健センターで実施

相談件数　56件

まちの保健室（毎週月曜日）

保健師や管理栄養士に気軽に相談できるように住民センターで実施

相談件数　274件

(3)令和元年度 通年 こころの健康相談　（1回／月）

臨床心理士による相談事業を保健センターで実施

相談件数　53件

まちの保健室（毎週月曜日）

保健師や管理栄養士に気軽に相談できるように住民センターで実施

相談件数　298件

(2)平成30年度 通年 こころの健康相談　（1回／月）

通年 保健センター窓口にリーフレットの設置

2．相談体制

(1)平成29年度 通年 こころの健康相談　（1回／月）

3月 自殺対策強化月間では、広報いとだ3月号に関連記事掲載

図書館に自殺対策に関する特設コーナー設置

役場周辺に自殺対策ののぼり旗をあげて設置

通年 保健センター窓口にリーフレットの設置

(2)平成30年度 11月 健康まつりで、自殺対策ポケットティッシュ、リーフレットを配布

3月 自殺対策強化月間では、広報いとだ3月号に関連記事掲載

図書館に自殺対策に関する特設コーナー設置

役場周辺に自殺対策ののぼり旗をあげて設置

＜具体的な取組み＞

１．普及啓発活動

(1)平成29年度 11月 健康まつりで、自殺対策タオルを配布


